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このほど文部科学省は令和４年度大学入学者選抜実施要項を公表した。実施要項は大学入試の「ルールブッ

ク」とも呼べるもので、各大学は記載内容に従って入試を実施する。来春（2022 年度）の大学入学共通テスト

の本試験は１回のみとなるほか、前年散見された入試直前になってからの個別学力検査の中止など、受験者に

不利益を与える恐れのある変更は原則禁止された。詳細は以下の通りである。 

 

■共通テスト－第２日程は設けず、追試験は２週間後の実施に  

令和４年度大学入学者選抜実施要項では、前年に引き続き新型コロナウイルス感染症（以降、コロナ）対策

に伴う試験実施上の配慮として「罹患した志願者の受験機会の確保」が示された。 

大学入学共通テスト（以降、共通テスト）は、2022 年１月 15・16 日に実施される。今春、例外的に設けら

れていた２回目の本試験は実施されない。ただし通常、本試験の１週間後に実施される追試験は、志願者がコ

ロナに罹患した場合等にも対応できる選択肢を確保するため、２週間後の１月 29・30 日に実施される。なお、

追試験の試験場の設置場所は、コロナの感染状況等を踏まえ、秋頃を目途に決定・周知するという。 

 

■個別学力検査でも「追試験」か「別日程への振替」 のいずれか実施 

各大学が実施する個別学力検査についてもコロナに罹患した志願者の受験機会を確保するため、「追試験の

設定」または「別日程への振替」のいずれか一つの方策を必ず講ずるよう各大学に求められた。また、文部科

学省は各大学の講じた措置を同省のホームページにおいて周知するとした。 

 

2021 年度入試では、国公立大は追試験での対応が、私立大は後ほど実施される日程の試験への振替が最も

多くみられた。なお、難関私立大の中には、一般方式であっても、欠席の場合は共通テストの成績を用いると

するところがみられた。来春の各大学の対応は今後明らかになるが、万一の体調不良に備え、私立大専願であ

っても共通テストの出願は検討しておいた方がよいだろう。 

 

■８月１日以降の個別学力検査中止などは原則認めず  

2021 年度入試では、コロナ感染拡大のリスクや影響範囲の予測が不透明な中、いくつかの国公立大が２次

試験（個別学力検査）を取りやめた。なかでも共通テスト後に取りやめを公表した大学があり、受験生・高校

側に少なからぬ混乱を招くことになった。これを受け、2022 年度入試では、８月１日以降は個別学力検査を

実施する教科・科目の変更や中止などは、原則＊行わないものとすることが明記された。 

＊当該大学が所在する地域の感染状況が著しく深刻であることにより，当該地域において入学者選抜が実施できないことが明らかであるよう

な例外的な場合を除く 

２０２２年度入試情報 

令和４年度大学入学者選抜実施要項公表 

 

大学入学共通テストの試験日程 

 本試験 2022 年１月 15 日・16 日 

 追試験 2022 年１月 29 日・30 日 

各大学の個別学力検査における受験機会確保 

 次のいずれか一つを必ず講ずること 

 ・ 追試験の設定 

 ・ 追加の受験料を徴収せずに、別日程への受験の振替 
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■総合型選抜の出願は９月１日以降 

2021 年度入試では、総合型選抜の出願は休校期間に配慮し、９月 15 日からに変更されたが、2022 年度入試

では９月１日以降に戻された。ただし、とくに総合型選抜・学校推薦型選抜においては、「中止・延期等とな

った大会や資格・検定試験等への対応」「ＩＣＴの活用」が引き続き求められた。 

 

大学入学者選抜実施要項の公表を受けて、各大学は 7 月 31 日までに 2022 年度入試の選抜方法およびコロ

ナ罹患者などの受験機会確保の方策について公表する。 

総合型選抜・学校推薦型選抜の対応 

・中止・延期等となった大会や資格・検定試験等への対応 

新型コロナウイルス感染症の影響により，中止・延期等となった大会や資格・検定試験等に参加できず、結

果を調査書等に記載できない場合において、そのことをもって入学志願者が不利益を被ることがないように

する。特に、総合型選抜及び学校推薦型選抜においては、評価の方法や重み付け等に配慮し、個々の入学志

願者の成果獲得に向けた努力のプロセスや入学を志願する大学で学ぼうとする意欲を多面的・総合的に評価

するなどの工夫に配慮するものとする。その際、各大学は、入学志願者の実情に配慮した丁寧な選抜を行う

観点から、推薦書、志願者本人が記載する資料等においてこれらの努力のプロセス等について記載を求める

ことなど評価方法を定め、その内容を募集要項等で周知するものとする。 

・ＩＣＴの活用等 

特に総合型選抜及び学校推薦型選抜においては、オンラインによる個別面接やプレゼンテーション、大学の

授業へのオンライン参加とレポートの作成、実技動画の提出、小論文等や入学後の学修計画書、大学入学希

望理由書等の提出などを取り入れた選抜を行うなどの工夫に配慮する。ＩＣＴ活用に当たっては、入学志願

者による利用環境の差異や技術的な不具合の発生等によって、特定の入学志願者が不利益を被ることのない

よう配慮を行うとともに、受験者の不正行為を未然に防止するため、不正行為の内容及び罰則等について、

募集要項に明記するなどの対応を行う。 

入学志願者への情報提供・周知 

・新型コロナウイルス感染症への対応として、従来の方法と異なる選抜方法を検討している場合には、入学志

願者が安心して準備できるように、その検討状況等について大学のホームページ等を通じて、随時情報を発信

するとともに、変更については７月 31 日までに決定・周知する。 

・大規模な災害の発生などのほか、当該大学が所在する地域の感染状況が著しく深刻であることにより、当該

地域において入学者選抜が実施できないことが明らかであるような例外的な場合を除き、８月１日以降は、個

別学力検査を実施する教科・科目の変更や個別学力検査の中止など、受験者に不利益を与える恐れのある変更

は行わないものとする。 

・感染拡大防止の観点からオンラインによる面接の実施、試験時間の短縮，試験開始時間の変更、実技検査の

方法の変更、試験場等の変更など、験者に不利益を与える恐れがないような変更については、ホームページ等

を通じて、可能な限り早期の周知に努めるものとする。 

・新型コロナウイルス感染症対策という特別の事情に鑑み、２年程度前に予告・公表した学力検査の教科・科

目等を見直すことは可能であるが、その場合であっても、入学志願者への影響を十分考慮した上で変更するも

のとする。 


